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給食残さの肥料で作 つた

野菜 を使 つて料理 に挑戦

世界の現状 に触れ、身近な

地域環境保全 に尽 くす生徒
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え
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本
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で
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〓
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た
秋
田
県
大
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立
大
曲
南
中
学
校
た

　

一第
２
匡
環
境

美
化
教
育
優
良
校
等
表
彰
式
」
は
１
月
２７
日
１５
時
半
か
ら
、

浅
草
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル

（東
京
都
台
東
区
）
で
開
催
さ
れ
る
。

身
近
な
環
境
保
全
で
世
界
を
笑
顔
に

食
べ
残
し
か
ら
野
菜
が
育
つ
活
動
発
信

市
内
を
流
れ
る
雄
物
川
と

横
手
川
の
合
流
地
点
に
位
置

す
る
同
校
。
田
畑
が
広
が
る

恵
ま
れ
た
環
境
の
下
で
、
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
行

っ

て
い
る
。
と
り
わ
け
活
発
な

の
が
、
保
護
者
と
行
う
ア
ル

ミ
缶

・
古
紙
回
収
だ
。
生
徒

が
事
前
に
告
知
の
チ
ラ
シ
を

校
区
の
各
戸
に
配
布
し
、
回

収
当
日
は
高
齢
者
宅
に
出
向

き
、
率
先
し
て
回
収
を
お
手

伝
い
。

ま
た
、
小
学
校
と
共
同
で

取
り
組
む
道
路
周
辺
の
清
掃

活
動
も
盛
ん
で
、
生
徒
は
母

強
化
嬰
襴
第
２３
回
環
境
美
化
教
育

校
の
小
学
校
を
訪
れ
、
当
日

の
段
取
り
な
ど
を
説
明
、
終

始
旗
振
り
役
に
徹
す
る
。

ほ
か
に
も
、
近
隣
の
公
園

で
住
民
と
と
も
に
清
掃
を
行

う
な
ど
、
美
化
活
動
が
貴
重

な
交
流

の
場
と
な

っ
て
い

る
。こ

う
し
た
取
り
組
み
が
ベ

ー
ス
と
な
り
、
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
て
か
ら

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
）
の
視

点
を
重
視
。

「食
育
」

「
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
」

「国
際
教

育
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
深

化
さ
せ
て
い
る
。
食
育

で

は
、
給
食
残
さ
で
作

っ
た
肥

料
を
使

っ
て
野
菜
栽
培
を
す

る
過
程
で
、
地
域
の
主
産
業

が
農
業
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
た
。

佐
藤
美
音

（
み
の
ん
）
さ

ん

（中
３
）
は
、

「食
べ
残

し
た
も
の
が
肥
料
に
な
り
、

野
菜
栽
培
が
で
き
る
取
り
組

み
を
も

っ
と
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
。

さ
ら
に
、
同
校
で
は
環
境

問
題
を
扱

っ
た
講
演
会
を
開

催
。
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す

る
講
師
の
報
告
を
受
け
て
、

そ

の
生

の
声
を
生
か
そ
う

と
、
生
徒
は
他
国
で
起
き
て

い
る
問
題
を
自
分
事
と
し
て

捉
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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リ
バ
ス
の
中
学
生
と
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
を
続
け
る
中
で
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
流
れ
る

川
が
汚
い
と
、
世
界
の
海
に

も
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

痛
感
し
た
。

住
民

の
佐
藤
友
美

（
ゆ

み
）
さ
ん
は
、

「様
々
な
経

験
を
積
み
重
ね
、
世
界
を
知

る
講
師
の
話
を
聞
い
た
生
徒

は
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
物

事
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
地
域
を
大
い
に
巻
き

込
ん
で
欲
し
い
」
と
期
待
す

る
。
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々
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ド
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ト
。
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商
品
と
し
て
、
ホ

ッ
カ
サ

ッ

ポ
ロ
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ
の
シ
チ

リ
ア
産
レ
モ
ン
濃
縮
果
汁
を

使
用
し
た

「ソ
フ
ー
ル
　
レ

モ
ン
」
も
発
売
し
て
い
る
。

園
回
目
固

前
年
に
訓

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

東

海

カ

ン
パ

ニ
ー

は
、
恒
例
の
恵
方
巻

商
戦
に
今
年
も
力
を

入
れ
る
。

１８
日
に
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熱
田
で

行
わ
れ
た
お
披
露
目

会
で
は
、
高
橋
幹
夫

食
品
部
長
が

「予
約

は
コ
ロ
ナ
禍
で
増
加

し
た
昨
年
と
同
じ
程

度
で
進
ん
で
い
る
。
今
年
は

伝
統
と
革
新
を
テ
ー
マ
に
、

１
万
円
の
恵
方
巻
か
ら
ハ
ー

フ
も
豊
富
に
用
意
し
、
こ
だ

わ
り
の
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ

ュ
を
使

っ
た
も
の
も
用
意
し

た
。
ぜ
ひ
味
わ

っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
た
。

今
年
の
ラ
イ
ン
ア
ツ
プ
で

は
、
定
番
と
な

っ
て
い
る

「
銀
座
　
鮨
よ
し
た
け
監

修
」
で
好
評

の

「
極
　
太

巻
」

（
１
本
１
千
３
８
０

円
、
ハ
ー
フ
６
９
８
円
）
、

ャ
バ
ン
は
新
た
一

商
品
と
し
て
鮨
（

座
久
兵
衛
」
の
け

取
り
揃
え
る
。
十

レ
ン
ド
を
受
け
一

銘
店
監
修
は
卜
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
ブ

「銀
座
久
兵
な

若
手
社
員
に

「
招
福
　
海
鮮

（
１
本
１
千
８
（

―
フ
９
８
０
円
）

進
化
し
て
登
場
の

得
な
セ
ッ
ト
に
・

用
意
し
て
い
る
．

ま
た
、
予
約
【

は
、

２３
品
目
も
（

い
た
幅
約
１２

ｃｍ
、

１

・
５

的
の

「

巻
」

（
１
本

５

円
、
１
／
４
カ

一

８
０
円
）
を
は
い

か
ら
好
評
の
１
一

恵方巻を PRす る高橋幹夫
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